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「
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
ど
の
よ
う
に

思
い
ま
す
か
？

　

心
臓
の
病
気
な
の
に
リ
ハ
ビ
リ
し

て
大
丈
夫
？
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、

心
臓
疾
患
に
よ
る
入
院
直
後
の
段
階

で
は
安
静
も
治
療
の
ひ
と
つ
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
過
度
な
安
静
は
身

体
機
能
の
低
下
や
廃
用
症
候
群
な
ど

の
二
次
的
な
障
害
を
引
き
起
こ
し
、

退
院
後
の
生
活
に
も
影
響
を
与
え
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
循
環
器
科
医

師
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
患
者

さ
ん
に
対
し
て
は
、
早
期
か
ら
身
体

機
能
の
低
下
予
防
お
よ
び
改
善
を
目

的
に
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
）
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
の
歴
史
は
意
外
と

古
く
、
１
９
７
０
年
代
よ
り
急
性
心

筋
梗
塞
発
症
後
の
患
者
さ
ん
を
対
象

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
様
々
な
研
究
・
治
療

の
効
果
判
定
が
繰
り
返
さ
れ
、
現
在

で
は
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
、
開
心
術

後
、
慢
性
心
不
全
な
ど
対
象
と
な
る

疾
患
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医

師
や
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な

く
、
多
職
種
が
関
わ
る
こ
と
に
よ
る

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施
は
、
病
気
に

よ
っ
て
低
下
し
た
心
臓
や
全
身
の
機

能
を
改
善
し
、
心
臓
疾
患
の
再
発
や

新
た
な
発
症
を
予
防
す
る
と
と
も

に
、
生
活
の
質
を
改
善
す
る
た
め
の

十
分
な
治
療
効
果
が
望
め
る
と
い
う

研
究
結
果
と
、
そ
の
安
全
性
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
一
定
の
効
果
が
認
め

ら
れ
て
い
る
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
で
す

が
、
設
備
や
人
員
配
置
の
問
題
に
よ

り
茨
城
県
内
で
実
施
で
き
る
施
設
は

26
施
設
（
２
０
１
７
年
各
厚
生
局
発

表
に
よ
る
デ
ー
タ
よ
り
）
と
ま
だ
ま

だ
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

そ
こ
で
当
院
で
は
、
筑
波
大
学
附

属
病
院
と
の
連
携
の
も
と
、
２
０
１
８

年
３
月
よ
り
心
臓
リ
ハビ
リ
を
開
始
し

ま
し
た
。
循
環
器
科
医
師
よ
り
依
頼

が
あ
っ
た
入
院
中
の
患
者
さ
ん
に
対

し
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
指
導
士
と
い
う

認
定
資
格
を
持
っ
た
療
法
士
が
担
当

と
な
り
、
医
師
と
情
報
を
共
有
し
た

う
え
で
身
体
機
能
の
評
価
を
行
い
、

運
動
療
法
（
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
自
転
車
を
用
い
た
有

酸
素
運
動
な
ど
）
を
中
心
と
し
た
リ

ハ
ビ
リ
を
、
患
者
さ
ん
一
人
一
人
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
た
メ
ニ

ュ
ー
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
開
始
か
ら
半
年
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
運
動
療

法
以
外
に
お
い
て
も
、
再
発
予
防
や

生
活
面
への
よ
り
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
「
心
不
全
教

室
」
の
開
催
や
、
外
来
で
の
心
臓
リ
ハ

ビ
リ
の
実
施
に
向
け
て
他
職
種
と
協

力
し
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

循
環
器
科
医
師
の
治
療
の
一
助
と

な
り
、
ま
た
心
臓
に
病
気
を
抱
え
て

い
て
も
家
庭
や
職
場
に
復
帰
し
、
安

心
し
て
質
の
高
い
生
活
が
維
持
で
き

る
こ
と
を
目
指
し
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ

を
介
し
て
皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ
う

に
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

”あり注意

心臓リハビリテーションについて
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71717171「
不
整
脈
〜
そ
の
不
整
脈
は
何
で
し
ょ
う
〜
」

■
日
　
時
：
平
成
30
年
９
月
25
日
（
火
）
14
時
半
〜
15
時
半

■
場
　
所
：
牛
久
愛
和
総
合
病
院
　
Ｃ
館
１
階 

か
ら
だ
情
報
館

■
講
　
師
：
循
環
器
科
　
医
長
　
山
﨑
　
明
　
医
師

◆
心
臓
の
役
割

　
心
臓
は
、
全
身
に
血
液
を
送
り

出
す
ポ
ン
プ
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
刺
激
伝
導
系
に
よ
り
筋
肉

を
収
縮
さ
せ
、
血
液
が
送
り
出
さ

れ
ま
す
。
１
分
間
に
60
〜
100
回
動

き
、
約
５
ℓ
の
血
液
を
循
環
さ
せ

て
い
ま
す
。
酸
素
と
栄
養
を
全
身

に
供
給
し
、生
命
活
動
の
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
全
身
の
臓
器
か
ら
排

出
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素
と
老
廃
物

は
心
臓
に
戻
さ
れ
、
二
酸
化
炭
素

は
肺
で
、
老
廃
物
は
腎
臓
や
肝
臓

で
処
理
さ
れ
ま
す
。

　◆
不
整
脈
と
は

　
正
常
の
心
拍
は
、
一
定
の
リ
ズ

ム
で
規
則
正
し
く
脈
打
ち
、
心
房

と
心
室
が
交
互
に
収
縮
す
る
こ
と

で
、
効
率
良
く
血
液
を
送
り
出
し

ま
す
。
し
か
し
、
不
整
脈
は
血
流

が
悪
く
な
っ
た
り
、
刺
激
伝
導
系

の
障
害
等
に
よ
り
、
リ
ズ
ム
が
乱

れ
て
不
規
則
に
脈
打
ち
ま
す
。
　

  〈
症
状
〉

　
動
悸
、
息
切
れ
、
脈
が
飛
ぶ
、

脈
が
乱
れ
る
、
脈
が
速
く
な
る
、

め
ま
い
、
気
を
失
う
、
血
圧
が

上
が
る
等

※

症
状
が
で
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す

  〈
検
査
〉

　
一
般
的
な
心
電
図
の
他
に
、

ホ
ル
タ
ー
心
電
図
（
24
時
間
機

器
を
装
着
し
て
記
録
を
取
る
）、

エ
コ
ー
検
査
等
が
あ
り
、
心
臓

の
働
き
が
正
常
か
調
べ
ま
す
。

運
動
時
に
出
現
す
る
場
合
も
あ

る
為
、
心
電
図
を
つ
け
な
が
ら

運
動
し
て
検
査
を
行
う
方
法
も

あ
り
ま
す
。
　

◆
不
整
脈
の
種
類

　
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

大
き
く
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

○
脈
が
飛
ぶ
（
上
室
期
外
収
縮
、

心
室
期
外
収
縮
）

　
期
外
収
縮
と
は
、
期
待
さ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
外
れ
て
心
臓
の

収
縮
が
起
こ
る
不
整
脈
で
、
３
つ

の
中
で
最
も
多
く
、
基
本
的
に
治

症
状
が
出
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
心
房
細
動
が
な
い
人
と

比
べ
、
死
亡
率
が
1.5
倍
高
く
な
る

他
、
以
下
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

○
２
倍
脳
卒
中
に
な
り
や
す
い

　
心
臓
が
正
常
に
動
い
て
い
れ
ば
、

血
液
が
次
々
と
流
れ
て
く
る
の
で
、

血
液
が
固
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、心
房
細
動
に
な
る
と
、

心
房
が
動
か
な
く
な
る
為
、
心
臓

内
の
一
部
（
左
心
耳
）
で
血
流
が

滞
り
、
塊
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

血
管
に
詰
ま
り
、
脳
梗
塞
や
血
栓

症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
の
為
、

脳
卒
中
に
２
倍
罹
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
で
す
が
、
抗
凝
固
薬
の
服

用
で
発
症
を
６
割
抑
え
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

○
５
倍
心
不
全
に
な
り
や
す
い

　
心
房
が
動
か
な
い
為
、
心
臓
か

ら
送
り
出
さ
れ
る
血
液
が
２
〜
３

割
減
る
、
脈
が
空
打
ち
す
る
、
心

臓
が
疲
弊
し
、
心
不
全
の
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
ま
す
。

○
1.3
倍
認
知
症
に
な
り
や
す
い

　
血
栓
が
脳
の
血
管
に
詰
ま
る
こ

と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
心
房
細
動
が
見
つ
か
っ
た
際
は
、

し
っ
か
り
治
療
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

◆
ま
と
め

　
動
悸
が
起
こ
り
不
整
脈
か
な
と

思
っ
た
ら
、
ま
ず
、
ど
う
い
う
脈

な
の
か
（
速
く
な
る
、
飛
ぶ
等
）

を
見
て
、
主
治
医
に
伝
え
て
下
さ

い
。
そ
れ
が
分
か
る
だ
け
で
も
、

不
整
脈
の
正
体
が
見
え
て
き
ま
す
。

＊
方
法
＊

　
動
悸
が
起
き
た
ら
、
10
秒
間
脈

を
数
え
て
み
る
。
そ
れ
を
６
倍
し

て
１
分
間
の
脈
を
割
り
出
す
。

　
こ
れ
で
、
脈
が
速
い
・
遅
い
・

乱
れ
て
い
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　
不
整
脈
は
、
生
活
習
慣
や
持
病

が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
、
睡
眠
不
足
、
過
食
、
飲
酒
、

喫
煙
は
不
整
脈
を
誘
発
し
、
メ
タ

ボ
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
高

血
圧
、
心
臓
病
は
悪
化
さ
せ
る
原

因
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
改
善
、

治
療
が
不
整
脈
の
予
防
に
繋
が
り

ま
す
。

療
は
何
も
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

連
続
し
て
見
ら
れ
る
場
合
は
、
詳

し
く
検
査
を
し
た
方
が
良
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
心
臓
病
を
患
っ

て
い
る
方
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

心
疾
患
と
不
整
脈
を
患
っ
て
い
る

場
合
、
抗
不
整
脈
薬
の
み
を
使
用

す
る
と
突
然
死
を
招
き
、
未
使
用

者
と
比
べ
て
、
2.6
倍
死
亡
率
が
高

く
な
る
研
究
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

○
脈
が
遅
く
な
る
（
洞
不
全
症
候

群
、
完
全
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
心
臓
の
動
き
が
低
下
す
る
こ
と

で
起
こ
り
、
め
ま
い
、
気
を
失
う
、

息
切
れ
と
い
っ
た
症
状
が
見
ら
れ

ま
す
。
脳
は
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
必
要
と
し
、
体
の
血
液
の
20
％

が
脳
に
回
っ
て
い
る
為
、
脈
が
遅

く
な
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

が
滞
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
脈
が
５

秒
間
な
い
だ
け
で
も
、
脳
は
活
動

を
停
止
し
、
突
然
気
を
失
い
ま
す
。

歩
行
中
や
運
転
時
に
起
こ
る
可
能

性
も
あ
り
、
大
け
が
や
命
に
関
わ

る
危
険
な
不
整
脈
で
す
。
治
療
法

は
、脈
を
速
め
る
薬
の
服
用
と
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
の
使
用
が
あ
り
ま
す
。

○
脈
が
速
く
な
る
（
発
作
性
上
室

頻
拍
、心
室
頻
拍
、心
室
細
動
等
）

　
発
作
性
上
室
頻
脈
は
脈
が
通
常

の
２
〜
３
倍
（
140
〜
220
／
分
）
速

く
打
ち
、
数
分
か
ら
数
時
間
、
場

合
に
よ
っ
て
は
１
日
以
上
続
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
命
に
関
わ
る

可
能
性
は
低
い
で
す
。
主
な
症
状

は
、
動
悸
と
息
切
れ
で
す
。

＊
脈
が
速
く
な
っ
た
時
の
止
め
方
＊

　
大
き
く
息
を
吸
い
込
ん
で
胸
の

中
に
溜
め
、
20
〜
30
秒
息
を
止
め

る
。

　
放
っ
て
お
く
と
止
ま
る
場
合
も

あ
り
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
止
ま
ら
な
い
際
は
、

受
診
し
て
点
滴
注
射
を
行
い
ま
す
。

発
作
が
頻
発
す
る
場
合
は
、
カ
テ
ー

テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョン
を
行
い
ま
す
。

※

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
心
臓
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、

高
周
波
電
流
を
流
し
て
焼
灼
す
る

方
法

　
心
室
頻
拍
は
、
心
筋
症
や
心
筋

梗
塞
の
あ
る
方
に
起
こ
り
や
す
く
、

命
に
関
わ
り
ま
す
。
飲
み
薬
で
治

ま
ら
な
い
場
合
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
、
乱
れ
て
い
る
心
拍
を
一

度
リ
セ
ッ
ト
し
て
、
正
常
に
戻
し

ま
す
。カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
植
え
込
み
型
除
細
動
器
薬
物

等
で
治
療
を
行
い
ま
す
。

　
心
室
細
動
は
、
発
作
を
起
こ
し

た
瞬
間
に
意
識
が
な
く
な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
試
合
中
に
突
然

死
す
る
の
が
、
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
が
、
心
筋
症
等
の
基
礎
心
疾
患

が
原
因
と
な
る
場
合
が
主
で
す
。

　
　

◆
心
房
細
動
と
は

　
不
整
脈
の
一
つ
で
、
心
房
が
小

刻
み
に
震
え
る
だ
け
で
収
縮
が
出

来
ず
、
脈
が
バ
ラ
バ
ラ
に
乱
れ
ま

す
。
様
々
な
病
気
の
危
険
因
子
に

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
約
半
数
は

平成30年11月　第380号 ふ　れ　あ　い （2）
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を
循
環
さ
せ

て
い
ま
す
。
酸
素
と
栄
養
を
全
身

に
供
給
し
、生
命
活
動
の
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
全
身
の
臓
器
か
ら
排

出
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素
と
老
廃
物

は
心
臓
に
戻
さ
れ
、
二
酸
化
炭
素

は
肺
で
、
老
廃
物
は
腎
臓
や
肝
臓

で
処
理
さ
れ
ま
す
。

　◆
不
整
脈
と
は

　
正
常
の
心
拍
は
、
一
定
の
リ
ズ

ム
で
規
則
正
し
く
脈
打
ち
、
心
房

と
心
室
が
交
互
に
収
縮
す
る
こ
と

で
、
効
率
良
く
血
液
を
送
り
出
し

ま
す
。
し
か
し
、
不
整
脈
は
血
流

が
悪
く
な
っ
た
り
、
刺
激
伝
導
系

の
障
害
等
に
よ
り
、
リ
ズ
ム
が
乱

れ
て
不
規
則
に
脈
打
ち
ま
す
。
　

  〈
症
状
〉

　
動
悸
、
息
切
れ
、
脈
が
飛
ぶ
、

脈
が
乱
れ
る
、
脈
が
速
く
な
る
、

め
ま
い
、
気
を
失
う
、
血
圧
が

上
が
る
等

※

症
状
が
で
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す

  〈
検
査
〉

　
一
般
的
な
心
電
図
の
他
に
、

ホ
ル
タ
ー
心
電
図
（
24
時
間
機

器
を
装
着
し
て
記
録
を
取
る
）、

エ
コ
ー
検
査
等
が
あ
り
、
心
臓

の
働
き
が
正
常
か
調
べ
ま
す
。

運
動
時
に
出
現
す
る
場
合
も
あ

る
為
、
心
電
図
を
つ
け
な
が
ら

運
動
し
て
検
査
を
行
う
方
法
も

あ
り
ま
す
。
　

◆
不
整
脈
の
種
類

　
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

大
き
く
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

○
脈
が
飛
ぶ
（
上
室
期
外
収
縮
、

心
室
期
外
収
縮
）

　
期
外
収
縮
と
は
、
期
待
さ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
外
れ
て
心
臓
の

収
縮
が
起
こ
る
不
整
脈
で
、
３
つ

の
中
で
最
も
多
く
、
基
本
的
に
治

症
状
が
出
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
心
房
細
動
が
な
い
人
と

比
べ
、
死
亡
率
が
1.5
倍
高
く
な
る

他
、
以
下
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

○
２
倍
脳
卒
中
に
な
り
や
す
い

　
心
臓
が
正
常
に
動
い
て
い
れ
ば
、

血
液
が
次
々
と
流
れ
て
く
る
の
で
、

血
液
が
固
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、心
房
細
動
に
な
る
と
、

心
房
が
動
か
な
く
な
る
為
、
心
臓

内
の
一
部
（
左
心
耳
）
で
血
流
が

滞
り
、
塊
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

血
管
に
詰
ま
り
、
脳
梗
塞
や
血
栓

症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
の
為
、

脳
卒
中
に
２
倍
罹
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
で
す
が
、
抗
凝
固
薬
の
服

用
で
発
症
を
６
割
抑
え
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

○
５
倍
心
不
全
に
な
り
や
す
い

　
心
房
が
動
か
な
い
為
、
心
臓
か

ら
送
り
出
さ
れ
る
血
液
が
２
〜
３

割
減
る
、
脈
が
空
打
ち
す
る
、
心

臓
が
疲
弊
し
、
心
不
全
の
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
ま
す
。

○
1.3
倍
認
知
症
に
な
り
や
す
い

　
血
栓
が
脳
の
血
管
に
詰
ま
る
こ

と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
心
房
細
動
が
見
つ
か
っ
た
際
は
、

し
っ
か
り
治
療
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

◆
ま
と
め

　
動
悸
が
起
こ
り
不
整
脈
か
な
と

思
っ
た
ら
、
ま
ず
、
ど
う
い
う
脈

な
の
か
（
速
く
な
る
、
飛
ぶ
等
）

を
見
て
、
主
治
医
に
伝
え
て
下
さ

い
。
そ
れ
が
分
か
る
だ
け
で
も
、

不
整
脈
の
正
体
が
見
え
て
き
ま
す
。

＊
方
法
＊

　
動
悸
が
起
き
た
ら
、
10
秒
間
脈

を
数
え
て
み
る
。
そ
れ
を
６
倍
し

て
１
分
間
の
脈
を
割
り
出
す
。

　
こ
れ
で
、
脈
が
速
い
・
遅
い
・

乱
れ
て
い
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　
不
整
脈
は
、
生
活
習
慣
や
持
病

が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
、
睡
眠
不
足
、
過
食
、
飲
酒
、

喫
煙
は
不
整
脈
を
誘
発
し
、
メ
タ

ボ
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
高

血
圧
、
心
臓
病
は
悪
化
さ
せ
る
原

因
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
改
善
、

治
療
が
不
整
脈
の
予
防
に
繋
が
り

ま
す
。

療
は
何
も
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

連
続
し
て
見
ら
れ
る
場
合
は
、
詳

し
く
検
査
を
し
た
方
が
良
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
心
臓
病
を
患
っ

て
い
る
方
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

心
疾
患
と
不
整
脈
を
患
っ
て
い
る

場
合
、
抗
不
整
脈
薬
の
み
を
使
用

す
る
と
突
然
死
を
招
き
、
未
使
用

者
と
比
べ
て
、
2.6
倍
死
亡
率
が
高

く
な
る
研
究
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

○
脈
が
遅
く
な
る
（
洞
不
全
症
候

群
、
完
全
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
心
臓
の
動
き
が
低
下
す
る
こ
と

で
起
こ
り
、
め
ま
い
、
気
を
失
う
、

息
切
れ
と
い
っ
た
症
状
が
見
ら
れ

ま
す
。
脳
は
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
必
要
と
し
、
体
の
血
液
の
20
％

が
脳
に
回
っ
て
い
る
為
、
脈
が
遅

く
な
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

が
滞
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
脈
が
５

秒
間
な
い
だ
け
で
も
、
脳
は
活
動

を
停
止
し
、
突
然
気
を
失
い
ま
す
。

歩
行
中
や
運
転
時
に
起
こ
る
可
能

性
も
あ
り
、
大
け
が
や
命
に
関
わ

る
危
険
な
不
整
脈
で
す
。
治
療
法

は
、脈
を
速
め
る
薬
の
服
用
と
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
の
使
用
が
あ
り
ま
す
。

○
脈
が
速
く
な
る
（
発
作
性
上
室

頻
拍
、心
室
頻
拍
、心
室
細
動
等
）

　
発
作
性
上
室
頻
脈
は
脈
が
通
常

の
２
〜
３
倍
（
140
〜
220
／
分
）
速

く
打
ち
、
数
分
か
ら
数
時
間
、
場

合
に
よ
っ
て
は
１
日
以
上
続
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
命
に
関
わ
る

可
能
性
は
低
い
で
す
。
主
な
症
状

は
、
動
悸
と
息
切
れ
で
す
。

＊
脈
が
速
く
な
っ
た
時
の
止
め
方
＊

　
大
き
く
息
を
吸
い
込
ん
で
胸
の

中
に
溜
め
、
20
〜
30
秒
息
を
止
め

る
。

　
放
っ
て
お
く
と
止
ま
る
場
合
も

あ
り
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
止
ま
ら
な
い
際
は
、

受
診
し
て
点
滴
注
射
を
行
い
ま
す
。

発
作
が
頻
発
す
る
場
合
は
、
カ
テ
ー

テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョン
を
行
い
ま
す
。

※

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
心
臓
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、

高
周
波
電
流
を
流
し
て
焼
灼
す
る

方
法

　
心
室
頻
拍
は
、
心
筋
症
や
心
筋

梗
塞
の
あ
る
方
に
起
こ
り
や
す
く
、

命
に
関
わ
り
ま
す
。
飲
み
薬
で
治

ま
ら
な
い
場
合
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
、
乱
れ
て
い
る
心
拍
を
一

度
リ
セ
ッ
ト
し
て
、
正
常
に
戻
し

ま
す
。カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
植
え
込
み
型
除
細
動
器
薬
物

等
で
治
療
を
行
い
ま
す
。

　
心
室
細
動
は
、
発
作
を
起
こ
し

た
瞬
間
に
意
識
が
な
く
な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
試
合
中
に
突
然

死
す
る
の
が
、
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
が
、
心
筋
症
等
の
基
礎
心
疾
患

が
原
因
と
な
る
場
合
が
主
で
す
。

　
　

◆
心
房
細
動
と
は

　
不
整
脈
の
一
つ
で
、
心
房
が
小

刻
み
に
震
え
る
だ
け
で
収
縮
が
出

来
ず
、
脈
が
バ
ラ
バ
ラ
に
乱
れ
ま

す
。
様
々
な
病
気
の
危
険
因
子
に

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
約
半
数
は
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通
所
の
敬
老
会
で
の
様
子
を
、

ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

ま
ず
表
彰
式
を
取
り
行
い
、
利

用
者
様
の
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

　

表
彰
式
の
後
は
、
職
員
に
よ
る

余
興
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に

よ
る
踊
り
等
を
披
露
し
て
頂
き
ま

し
た
。
敬
老
会
初
日
の
職
員
余
興

で
は
、
色
違
い
の
パ
ー
カ
ー
を
羽

織
っ
た
職
員
が
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー

の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
荻
野
目
洋
子
の
ダ
ン

シ
ン
グ
ヒ
ー
ロ
ー
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の 

恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー

を
踊
り
、
利
用
者
様
か
ら
好
評
で

し
た
。

　

敬
老
の
日
、
当
日
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
「
花
柳
流
八
重
花
会
」

様
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
着

物
姿
で
踊
り
を
披
露
し
て
く
だ
さ

っ
た
の
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生

く
ら
い
ま
で
の
女
の
子
達
で
し
た
。

踊
る
度
に
利
用
者
様
か
ら
感
嘆
の

声
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な
行
事
を

取
り
行
い
、
皆
様
に
少
し
で
も
楽

し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
、
企
画
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
春
秋
園　

通
所
ス
タ
ッ
フ
一
同
）

12
月
12
日
㈬

　
糖
尿
病
に
つ
い
て
（
尾
本
医
師
）

12
月
19
日
㈬

　
年
末
年
始
の
過
ご
し
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
看
護
師
）

12
月
26
日
㈬

　
上
手
に
鍋
を
食
べ
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　 （
管
理
栄
養
士
）

◆
時
間
：
14
時
30
分
～

◆
場
所
：
Ｃ
館
１
階
か
ら
だ
情
報
館

（
事
前
予
約
不
要
、
参
加
費
無
料
）

 

糖
尿
病
教
室
の
お
知
ら
せ

11月10
月
16
日
付

■
春
秋
園

　
通
所
リ
ハ
ビ
リ

　
介
護
職
員
訪
問
介
護
員
２
級

	

那
須
野
　
宏

　

携
わ
る
人
達
や
利
用
者
様
に
対
し

て
の
愛
情
、
優
し
さ
や
沢
山
の
思
い

出
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
経
営
管
理
部

　
事
務
補
助	

大
石
　
恵
美
子

　

趣
味
は
、
音
楽
鑑
賞
と
体
を
動
か

す
こ
と
で
す
。
体
力
に
は
自
信
が
あ

り
ま
す
。 入

職

者



う
で
す
。」

な
ど
と
、

お
供
物
を

紹
介
し
ま

し
た
。
そ

の
後
、
保

育
士
の
う

さ
ぎ
の
人

形
劇
を
見

ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
、
じっ
と
よ
く

見
て
い
ま
し
た
。

　

集
会
の
後
は
お
団
子
作
り
で
す
。

皆
で
手
を
洗
い
、
三
角
巾
を
し
て
、
年

長
さ
ん
が
捏
ね
て
く
れ
た
団
子
の
生

地
を
丸
く
し
ま
し
た
。
初
め
は
、
蛇

の
よ
う
に
なって
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に

上
手
に
な
り
、
丸
い
団
子
が
た
く
さ
ん

出
来
ま
し
た
。
皆
で
お
や
つ
に
美
味
し

く
食
べ
ま
し
た
。　　
　
　
　
（
榊
原
）

　
８
月
17
日
、
21
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
「
一日
看
護
体
験
学
習
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

総
勢
92
名
の
高
校
生
が
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

緊
張
し
た
面
持
ち
で
、
午
前
の
病

棟
体
験
が
ス
タ
ー
ト
。
各
担
当
看
護

師
の
指
導
の
も
と
、
車
椅
子
の
使
用

方
法
や
血
圧
測
定
、
足
浴
等
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

午
後
に
な
る
と
、
す
っか
り
緊
張
も

解
け
、
笑
顔
を
み
せ
る
学
生
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
午
後
の
体
験

で
は
、
看
護
師
が
行
っ
て
い
る
ケ
ア
に

同
行
し
、
患
者
さ
ん
に
接
す
る
等
実

践
的
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
で一人
で
も
多
く

の
高
校
生
が
将
来
、
牛
久
愛
和
総
合

病
院
の一
員
と
し
て
働
い
て
く
れ
る
こ

と
を
切
に
願
って
お
り
ま
す
。

（
人
事
課
：
黒
羽
）

　
９
月
20
日
お
月
見
を
行
い
ま
し
た
。

年
長
児
が
お
月
様
の
お
供
物
を
持
って

ホ
ー
ル
に
入
場
で
す
。「
こ
れ
は
ぶ
ど

高
校
生
一
日
看
護
体
験

８
21

８
17

・

お
月
見
集
会

９
20

《
出
来
事
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
》
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病院理念

病院概要
　病床数　489 床（一般 391 床　医療療養型 55 床
　　　　　　　　　 地域包括ケア 43 床）

施設
　敷地　59,449.60㎡　駐車場　1151台

診療科目
【一般外来】

内科、消化器内科、循環器内科、心臓血管外科、血液内科、
腎 臓 内 科、神 経 内 科、呼 吸 器 内 科、糖 尿 病・代 謝 内 科、
リウマチ科、小児科、眼科、泌尿器科、皮膚科、整形外科、
脳神経外科、形成外科、救急科、外科、乳腺外科、消化器外科、
耳鼻咽喉科、産婦人科、歯科口腔外科、甲状腺・内分泌外科

【専門外来】
内　　科（禁煙外来）
整形外科（股関節、脊椎、スポーツ、肩関節、膝関節）
小 児 科（小児循環器、小児心理、小児免疫）
皮 膚 科（レーザー外来）
外 　 科（下肢静脈瘤外来）
ストーマ外来
そけいヘルニア専門外来
透析外来
内視鏡検査
検診検査（乳がん検診）

日本医療機能評価機構認定病院
医療法人社団　常仁会

〒300-1296　茨城県牛久市猪子町896番地
Tel 029-873-3111　Fax 029-874-1031
ホームページ　http://www.jojinkai.com

《関連施設》
　総合健診センター Tel 029－873－4334
　健康増進施設　スポーツリラックス Tel 029－874－8791
　人工透析センター
　地域リハ・ステーション
　介護老人保健施設　春秋園 Tel 029－870－3100
　特別養護老人ホーム グランヴィラ牛久 Tel 029－817－5111

我々は医療全般は基より、３つの柱「救急
医療」「予防医療」「高齢者医療」を通じて
地域住民の皆様に最高の医療・福祉を提供
すると共に、職員一同自己研鑽に励みます。

救急 24 時間
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編 集 だ よ り

　紅葉の季節となりまし
た。皆様、行楽の予定は
立てていますか？空気が
乾燥してくるので、加湿や
うがい、手洗いを忘れず
に、風邪予防を心掛けま
しょう。　　　　（E・N）


